業務方法書実施要領の改正の概要について

平成30年3月
　今回の公益財団法人畜産近代化リース協会業務方法書実施要領の一部改正の主な内容は、次のとおりである。

１　貸付申請書において、「１　借受者の概要」の表中の担当者氏名の記載欄に、括弧書でメールアドレスを追加した（別記様式第２号貸付申請書様式の「１　借受者の概要」）。
２　貸付申請書において添付書類として定めている「再貸付けに関する諸規程」については、当該規程を定めている借受団体から提出させることとしている。
　　当該規程を定めていない借受団体が多いこと、新規の借受団体にとっては当該規程の定めが困難でそれにより当協会のリース利用を躊躇する理由のひとつになっていること、再貸付契約書により再貸付契約の内容を審査できることから、貸付申請書の添付書類から「再貸付けに関する諸規程」を削ることとした（別記様式第２号貸付申請書様式の「６　添付書類」の（１）③）。
３　貸付事業により当協会が取得する個人情報に関して、法律等に基づき提供を求められた場合のほか、特定の目的に必要な範囲において当協会が第三者に提供することがあるということについての同意書を、借受者（再貸付けのときは最終借受者）から貸付申請書の添付書類として徴収することとし、当該同意書の様式を定めた（改正後の別記様式第２号貸付申請書様式の「６　添付書類」の（１）⑬及び別紙７）。
